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「議案第 55 号 生駒市法令遵守推進条例の一部を改正する条例の制定について」の説明

資料 
 

＜カスタマーハラスメント対応に係る取組＞ 

◆要望等に適切に対応するために必要な体制整備 

 ・各課・所・室の事務室内からの速やかな退去命令を可能とする 

【庁舎管理規則の改正 ＜R6.8.1 改正済＞】 

 ・顧問弁護士への随時相談 

 ・警察からの出向職員への相談・警察への通報及び連携強化 

 ・法令遵守委員会への不当要求行為の判断及び措置に係る諮問、答申 

【法令遵守推進条例の一部改正】 

  

◆被害を防止するための取組 

 ・カスタマーハラスメント対応マニュアルの策定 

（現 不当要求・クレーマー対応マニュアル改正） 

 ・カスタマーハラスメント研修の実施 

 ・市民等への啓発【窓口への啓発ポスター掲示・ホームページ掲載】 

 ・名札の変更（写真廃止・名字のみ“ひらがな”表示）【SNS 被害防止】 

 ・庁舎防犯（不審者対応）訓練の実施 

 ・市役所庁内電話録音機器の設置 

 ・市役所庁舎内防犯カメラの設置【不審行動等の抑止】 

 

◆被害者への配慮のための取組 

 ・人事課保健師によるメンタル相談 

 ・職員こころの相談室 

・産業医による面談 

 

※検討中のものを含む 

・不当要求行為への適切な対応を行い、良好な職場環境の形成に資することが本条例の目的のひと

つであることを規定する。 

・何人も職員に対して不当要求行為をしてはならない旨を規定する。 

・不当要求行為かどうか判断できない場合には、生駒市法令遵守委員会に諮問するものとしている

が、委員会において、要望等が不当要求行為に該当するかどうか及び当該不当要求行為に対して講ず

べき措置について答申する旨を規定する。 

また、明らかな不当要求行為に対して講ずべき措置について、委員会に諮問ができる旨を規定する。 



   


